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10
この敵は 、区内で最も高い所の 海抜。( m)

場所は、人工によって築かれた荒川 の土手で

す。足立区は、昔、海辺に接し てい た低湿地

帯の一部でした。し たがって、丘らしい 高地

がなく 、全 体が平らな地勢となっています。

あら川物語が始まります
7 月20日、荒川千住新橋緑地 「虹 の広場」での 足゙立区民

ラジオ体操大会、、を皮切りに、様々 なイベントが荒川で展開
されます。題し て「 クリーン・グリーン・ グリーティングi n
あら川」リレ ーイベント。 さて、どんな内容なのか一 今年
の7 あら川物語」のあらすじ をご紹介し ます。

花
火
大
会
、
足
立
ま
つ
り
な
ど
六
幕

ク
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
テ
ィ
ン
グ

i
n
　あ
ら
川
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト

も
っ
と
川
を
き
れ
い
に
(
ク

リ
ー
ン
)
、
も
っ
と
地
域
に
緑

(グ
リ
ー
ン
)
を
、
も
っ
と
人

の
ふ
れ
あ
い
(
グ
リ
ー
テ
ィ
ン

グ
)
を
求
め
て
、
荒
川
の
6
つ

の
イ
ベ
ン
ト
を
1
つ
に
結
び
、

区
の
イ
メ
し
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る

の
が
「
ク
リ
ー
ン
ーグ
リ
ー
ン
ー

グ
リ
テ
ィ
ン
グ
'
mあ
ら
川
」
リ

レ
ー
イ
ベ
ン
ト
。舞
台
は
荒
川
、

舞
台
装
置
は
6
幕
の
イ
ベ
ン

ト
。
台
本
は
水
と
緑
と
ふ
れ
あ

い
。主
役
は
私
た
ち
区
民
で
す
。

こ
れ
は
も
う
、
見
る
し
か
な

い
。
行
く
し
か
な
い
。
参
加
す

る
し
か
な
い
。
そ
ん
な
魅
力
あ

ふ
れ
る
物
語
が
、
ま
も
な
く
開

幕
し
ま
す
。

リレーイベント
統一シンボルマーク

WE　LOVE　ADACHI が合言葉。
区民の心( ハート〉の中に、荒 川の魚を
クリーンのC 、 グリーンのG 、グリー
テ ィン グのG の形にデザインし まし た。
各 イベント のポスターなどで、お目

にかかると思い ます。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

ラ
ジ
オ
体
操
大
会

緑
地
オ
ー
ブ
ン
に
あ
た
っ

て
デ
月
2
0日
虹
の
広
場
で
「
足

立
区
民
ラ
ジ
オ
体
操
大
会
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
。
全
国

に
放
送
さ
れ
る
大
会
で
す
の

で
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
6
時
～
7
時

※
雨
天
の
場
合
は
、千
寿
旭
小

学
校
体
育
館
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
〒
住
)

・
体
育
振
興
係8

8
2
1
1
1
1
㈹

第一幕　7月20日
区 民ラ ジ オ 体 操 大 会

健康的に川開き。
荒川よ、おはよう

第
二
幕
　
7月
2
6日

足
立
の
花
火
大
会

照
明
装
置
は
7
色
の
花
火
。
多
く
の
出
会
い
。
夜
空
を
眺
め
な
が

ら
、
共
通
の
感
動
が
始
ま
る
。

※
時
間
、
場
所
、
交
通
規
制
な
ど
の
諸
注
意
に
つ
い
て
は
2
面
を

ご
覧
く
だ
さ
い

第三幕　9日23日
手づくりイカダレース

大道具は自作のユニ
ークなイカダ。レー
スを通じて友情をは
ぐくむ

第
四
幕
　
1
0月1
0日

区
民
歩
け
歩
け
大
会

み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
健
康
づ
く

り
。
歩
調
を
合
わ
せ
ば
、
会
話
が
は
ず
む

第五幕　10月13・14日

足立まつり ワッショイ、ワ
ッショイ。祭りのタイトル
は「ゆう・ゆう・ゆう・あ
だち・夢大橋' 90」

第六幕　10月28日
クリーン・リバー

終幕は川送り。川をき
れいに。来年もまた荒
川での再会を誓う

千住新橋緑地7 月20日オープン

虹の広場が完成
千
住
新
橋
緑
地
(

千
住
5
-
1
4

地
先
～
2
7地
先
)

の
整

備
が
終
わ
り
、
広
場
に
大
き

な
虹
が
出
現
し
ま
し
た

。

こ
れ
は
、7
色
の
カ
ラ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
で
虹
の
形
に
舗
装

し
た
も
の
。
虹
は
幅
1
0口

、

半
径
9

い
も
の
大
き
さ
で
、

広
場
は
「
虹
の
広
場
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

央
に
は
、
荒
川
で
見
ら
れ
る

野
鳥

、
魚
、
昆
虫
な
ど
を
紹

介
し
た
1
0
3枚
の
絵
タ
イ
ル
が

敷
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
広
場
、
夜
も
舗
装
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
だ
い
だ
い
、黄

、

緑
の
3
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
が
輝
き
、
虹
の
形
に
浮
か

び
卜
が
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
千
住
新
橋
か

ら
常
磐
線
鉄
橋
ま
で
の
水
際

散
策
略
に
は
、
千
住
地
区
、
H

の
小
学
校
の
児
童
が
描

い

た
荒
川
の
絵
圓
枚
が
タ
イ
ル

と
な
っ
て
、
は
め
込
ま
れ
ま

し
た
。
川
沿
い
の
散
歩
が
、

さ
ら
に
楽
し
く
な
り
そ
う
で

す
。

緑の河川敷に半径65メートルの 虹が
広がります

荒川土手( 堀之内一丁目) が

桜づつみモデル事業に

こ
の
ほ
ど
、
堀
之
内
一
丁

目
1
2
地
先
か
ら
1
3地
先
ま
で

の
約
3
0
0口

の
荒
川
土
手
が
、

建
設
省
の
桜
づ
っ
み
モ
デ
ル

事
業
地
区
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
桜
づ
っ
み
モ
デ
ル
亊
栗

と
は
、
土
手
に
桜
並
木
を
植

え
る
こ
と
に
よ
り
、
花
と
緑

の
う
る
お
い
の
あ
る
水
辺
を

つ
く
り
、
あ
わ
せ
て
堤
防
の

強
化
を
図
る
整
備
で
す
。

今
回
選
定
さ
れ
た
場
所

は
、
明
治
・
大
正
年
間
に
竝

色
桜
"

の
名
所
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
ゆ
か
り
の
地
。
五
色

桜
の
復
活
を
願
い
、
運
動
を

続
け
て
き
た
地
元
の
皆
さ
ん

と
関
係
者
の
願
い
が
か
な
っ

た
も
の
で
す
。

今
年
秋
に
工

事
が
始

ま

り
、
平
成
5
年
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
ワ
シ
ン
ト
ン
ー

ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
の
桜
の
里

親
で
も
あ
る
荒
川
の
五
色
桜

が
復
活
し
、
き
っ
と
皆
さ
Z

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ス

こ
と
で
し
ょ
う
。

完
成
予
想
図
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みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　880- 5351 くらしの
情 報

本庁舎( 千住) への
お 問 い 合 わ せ は … …

( 882) 1111㈹
本庁 舎以外 へのお問い 合わせは 、
そ れぞれの電 話番 号( 緑色) へ。

福

祉

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

、

寝
た
き
り
や
病
弱
な
お
と
し
よ

り
が
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う

、
ま
た

。
こ
れ
ら
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

事
業
内
容
等
は
表
―
・
2

の

と
お
り
で
す
。

給
食
サ
ー
ビ
ス
、
テ
ィ
ボ
ー

ム
。
機
能
訓
練
に
つ
い
て
は

、

ま
だ
定
員
に
余
裕

が
あ
り
ま

す
。そ

の
ほ
か
の
事
業
に
っ
い
て

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
・
間
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
老
人
福
祉
係

表1　 高齢者在宅サービスセンター

表2　 高齢者在宅サービスセンター事業概要

※ 家 族 介 護 者 教 室 ・ 相 談 に つ い て は 、 別 途 日 時 を 設 定 し 募 業 し ま す 。
※ 既 に 定 員 に 達 し て い る 事 業 に つ い て は 、 利 用で き な い 場 合 が あ り ま す

軽
費
老
人
ホ
ー
ム

「
足
立
区
し
ま
ね
園
」

入
所
者
募
集

し
ま
ね
園
は

、
身
寄
り

が
な

い
、
ま
た
は
家
庭
の
事
情
等
に

よ
り
家
族
と
の
同
居
が
困
難
な
6
0

戚
以
上
の
単
身
者
お
よ
び
夫

婦
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
賢
格

▽
区
内
に
居

住
し

て

い
る
こ
と
v

独
立
し
て

日

常
生
活
を
営

め
る
こ
と

▽
月
の
収
入
が
2
7万
円
以
下

で
あ
る
こ
と

▽
確
実
な
保

証
人
を
立
て
る
こ
と
が
で
き

る

な
ど
で
す

受
付
場
所

し
ま
ね
園
(

島
根

2
-
2
4
-
2
　

順
4
6
0
　

上
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
佳
)
・

老
人
福
祉
係

消
費
生
活

消
費
者
通
信
大
学

「
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
」

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
消
賢
者

通
信
大
学
は
、
現
在
の
消
費
生

活
に
つ
い
て
、
ご
自
宅
で
勉
強

で
き
る
講
座
で
す
。

専
門
家
が
作
っ
た
テ
キ
ス
ト

を
使
用
し
ま
す
。
各
科
目
―
回

ず
っ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

、
レ
ポ

ー
ト
の
提
出

が
あ
り
、
講
師
が

レ
ポ
ー
ト
の
添
削
を
行

い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
内
容
は
、
表
3

の

と
お
り
で
す
。

ス
ク
ー
リ
ン
グ
場
所

消
費
者

セ
ン
タ
ー

定
貝

囿
人
(

先
着
順
)

費
用

無
料
(

た
だ
し

、
料
理

実
習
時
の
材
料
費
は
自
己
負

担
)

問
合
せ
先

消
費
者
セ
ン
タ
ー

5
3
8
5

表3 「消費者通信大学」内容およびスクーリング日

※ ス クー リン グ時 間 は 、 い ず れ も 午前10 時 ～ 正 午 。

愛
称
が

決
ま
り
ま
し
た

消
費
者
通
信
大
学
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
愛
称
を
公

募
し
た
結
果
、
江
北
7
丁
目
在

住
の
安
檮
繁
美
さ
ん
に
お
寄
せ

い
た
だ
い
た
「
暮
ら
し

う
く
ス

ク
ー
ル
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

夏
休
み

子
ど
も
消
費
者
講
座

手
作
り
教
室

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自

然
に
あ
る
草
木
を
便
っ
て
、
あ

せ
た
白

の
T
シ
ャ
ツ
を
染
め
た

り
、
人
参
で
着
色
し
た
き
れ
い

な
ケ
ー
キ
を
焼
く
な
ど
楽
し
い

手
作
り
教
室
を
行
い
ま
す
。

日
時
8

月
2

・
3
日
、
午
後

1
時
～
3

時
T

日
目
・・・
草

木
染
め
、
2

日
目
・
・・
手
作
り

ケ
ー
キ
)

場
所

消
賢
者
セ
ン

タ
ー

対
象

小
学
4

年
生
～
中
学
生

定
員
3
0

人
(
先
着
順
)

賢
料

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

筆
記
具
、

エ
プ
ロ
ン

、T
シ
ャ
ツ
、
ピ

ー
玉
な
ど

中
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

灣
費
者
セ

ン
タ
ー
　
8
8
0
5
3
8
5

保
険
と
年
金

加
入
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

2
0畿
か
ら
6
0
歳

ま
で
の
方

は
、
必
ず
国
民
年
金
か
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
の
い
ず
れ
か
に

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
厚
生
年
金
な
ど
を
や
め

た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
や
、

ま
だ
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
す
ぐ
に
加
入
手
続

き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
加
入

し
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
将

来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
学

生
の
方
は
現
在
任
意
加
入
で
す

が
、
来
年
4
月
か
ら
は
必
ず
加

入
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

手
続
方
法

国
民
年
金
課
ま
た

は
区
民
事
務
所
へ
。
印
か
ん

と
年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
は
届
書
に
会

社
の
確
認
印
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

跏
5

‘
5
-

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

区
で
は

、
次
の
と
お
り
区
民

事
務
所
で
年
金
出
張
相
談
を
行

い
ま
す

。
当
日
は

。
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
年
金
専
門
官
も

参
加
し
ま
す

。

日
時
7

月
2
3
・
2
4日

、
午
前

9
時
3
0分
～
午
後
4

時

堤
所

西
斬
井
区
民
事
務
所

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
嗇

・

推
進
係
　

跏
5
0
6
-

障
害
・
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
者
へ

福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
え
ら

れ
た
障
害
・
遺
族
基
躙
年
金
の

現
況
届
に
伴

な
い

、
税
金
の
申

告
を
し
て
い
な
い
受
給
者
の
方

に
は

、
申
街

を
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
7

月
上

旬
に
通
知
を
出
し

ま
し
た

。

税
金
の
申
告
は

、
引

き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
必
要

な
手
続
き
で
す
の
で

、
早
急
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
脈
給
付
係

膕
5
-
6
5

生
活
環
境

第
4
0回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

区
民
の
集
い

社
会
を
明

る
く
す
る
運
動

は

、
毎
年
7
月
1
日

か
ら
7

月
3
1

日
ま
で
の
1

ヵ
月
間
を
強
調

月
間
と

定
め

、
全
国
各
地

で

様
々
な
運
助
が
展
開

さ
れ
て
い

ま
す

。

区
で
は
。
本
運
動
の
メ
イ
ン

行
事
と
し
て

、
区
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に

ぶ

年
の
非
行
防
止

と
犯
罪
の
な
い
明
る

い
社
会
づ

く
夕

を
考
え
よ
う
と
次
の
と

お
り

〝区
民
の
集
い〟

を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ

、
ご
参
加
く
だ

さ
い

。

日
時
7

月
2
7日
(
金
)
、
午
後

1
時
～
4

時

場
所

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
4
階

ホ
ー
ル

内
容

▽
映
画
の
上
映
(

グ
ッ

ド

ー
モ
ー
ニ
ン
グ
)

▽
区
内

中

学
生
非
行
防
止
標
語
の
優

秀
作
品
の
発

表
お
よ
び
表

彰

、
▽
講
演
『
立
ち
直
っ
た

少

年

少

女

た
ち

」
、
購
師

・・・
多

摩

少

年
院

長

橋

偉
仁

氏

定
員

崩
人

筅

着
順
)

主
俄

社
会

を

明

る

く
す

る

運

勦

足

立
区

実

施

委

員
会

問

合

せ

先

本

庁
舎
(

千

佳
)

・

民

生

係

土
地
取
引
に
は

届
出
か
必
要
で
す

東
京
都
は

、8
月
1

日
か
ら
、

引
き
続
い
て
5

年
間

、2
3区
2
6

市
4
町

を
国
土
利
用
計
画
法

に

基
づ
く
監
視
区
域
(
市
街
化
区

域
の
み
対
象
)

に
指
定
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た

。
ふ
萇

も
川
平

方
じ
以
上
の
土
堵
取
引
は

、
届

出
が
必
要
で
す

。

区
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。

間
合
せ
先

本
庁

舎
・
地
価
対

策
推
進
係

健

康

健
康
づ
く
り

サ
ー
ク
ル

血
圧
・
体
璽
等
の
測
定
、
健

康

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
、
軽

い
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日
、
午
　

後
1
時
3
0
分～
3
時

場
所

足
立
保
健
所

申
込
方
法

電

話
予
約

※
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所
　

暝
4
-
5
1

江
北
保
健
相
談
所

は
X

線
撮
影
装
置

入
れ
替
え
工
事
の

た
め
7
月
2
4
日
の

一
般
健
康
相
談
を

中
止
し
ま
す

問
合
せ
先

江
北
保
健
相

談
所
　

瞋
0
0
4

文

化

女
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

「
ウ
ー
マ
ン
ズ
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」

―
女
性
の
体
っ
て
不
思
議
―

初
潮
や
妊
娠
は
ど
の
よ
う
に

お
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
更
年

期
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し

ょ
う
か

。
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い

こ
と
の
多
い
女
性
の
体

。
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
話
し
合
い
の
中
で

自
分
の
疑
問
を
解
き
ほ
ぐ
し
な

が
ら

。
も
っ
と
伸
び
や
か
に
生

き
て
み
ま
せ
ん
か
。
男
性
の
方

も

、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

日
時
7

月
2
7
旦

金
)
、
午
後

6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

ゲ
ス
ト

細
川
え
み
子
氏
(
医

師
、
足
立
区
中
央
本
町
保
健

相
談
所
所
長
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口

、電
話

、(

ガ
キ
(
住
所

、
氏
名

、
年

齢

、
噸
業
を
明
記
)
の
い
ず

れ
も
可

場
所
・
申
込
・
間
合
せ
先

婦

人
総

合
セ
ン

タ
ー

令

口

梅
田
7
-
3
3
-
I

エ
ル

ー
ソ

フ
ィ
ア
内
　

胴
S
2
2
　
2
)

野
外
彫
刻
展
作
品
募
集

あ
な
た
の
作
品
を
ま
ち
か
ど
に

区
と
ま
ち
づ
く
り
公
社
は

、

ま
ち
か
ど
や
公
園
な
ど
に
芸
術

性
の
高
い
彫
刻
を
設
一

し
て

い

ま
す
。
こ
の
彫
刻
が

、
ま
ち
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
地
域
の
人
び

と
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
る
も
の

に
す
る
た
め
に

、
地
区
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
て
作
品
を
公
募

し
ま
す

。

今
年
度
は

、5
点
の
彫
刻
を

選
定
し

、
来
年
5
月
に
設
置

す

る
予
定
で
す

。
応
募
ご
希
望
の

方
は

、1
7
5円
切
手
と
返
信
用
封

簡
(

角
3
サ
イ
ズ
)
を
同
封
の

う
え

、8
月
2
4日
(

金
)

ま
で

に
資
料
を
ご
睛
求
く
だ
さ
い

。

※
設
置
楊
所
の
・
ア
ー
マ
に
基
づ

い
て
作
品
模
型
と
パ
ー
ス
(
完

成
予
想
図
)
を
作
成
し
、1
0
月

3
日
～
4
日
に
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま

す
。
作
品
は

。
審
査
の

う
え
買
い
上
げ

、設
置
し
ま
す
。

問
合
せ
・
資
料
請
求
先

足
立

区
ま
ち
づ
く
り
公
社
都
市
景

覿
デ
ザ
イ
ン
室
(

足
立
区
野

外
彫
刻
展
事
務
局

、
〒
圀
千

住
1
-
4
-
1
8
　

叨
―
-
　

―
-
㈹
)

企
業
探
訪
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
工
場
体
験
ス
ク
ー
ル

区
民
の
方
に

、
区
内
産
業

を
理
解

し
て
い
た

だ
く
た

め

、
企
業
の
協
力
を
得
て
工

場
の
見
1

茎

行
い
ま
す

。

(
観
光
バ
ス
利
刷
)

日
時
8
月
2
2
・
2
9
日
の
2
　

回
。い
ず
れ
も
午
前
8
時
　

4
5
分
～
午
後
5
時

訪
鬥
企
業

下

衷
の
と
お
り

対
象

小
学
4
年
生
以
上
高

校
生
ま
で
の
児
童

、
生
徒

(
小
・
中
学
生

に
は

、
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
)

定
貝

い
ず
れ
も
、
同
伴
の

保
護
者
を
含
め
3
0人
(
抽

選
)

費
用

▽
小
・
中
学
生
・
・・
沺

円

▽
高
校
生
お
よ
び
保

壻
君
:
一
千
円

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

希
望
者
の
住
所

、
氏
名
、

年
齢

、
電
話
帋
气

希
望

囗
を
明
記

申
込
期
限
7

月
2
8日
消
印

有
効

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本

町
庁
舎
・
商
工
振
興
課
(
〒

凶
中
央
本
町
1
-
1
7
1
1
　

跏
5
-
9
-
)

※ 各 企 業 よ り 、 製造 に関 連 の あ る 記 念 品 が 用 意 さ れ ま す。

届

出

切
り
替
え
を

お
忘
れ
な
く

今
年
は

、
外
国
人

登
録
証
明

書
の
大

最
切
り
替
え
の

年
で

す
。
該
当

す
る
方
に
は
ご
連
絡

し
ま
す
が
、
ご
自
分
の
切
り
曾

え
日
を
確
認
の
う
え

。
直
接
本

人

が
手

続
き
を
し
て
く

だ
さ

い
。新

し
い
登
録
証
明
書
は
ご
フ

ミ
ネ
ー
ト
カ
ー
ド
型
と
な
り
ま

す
。
作
成
に
若
干
の
日
数
を
要

す
る
こ
と
か
ら
。
受
領
の
た
め

再
度
来
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

切
替
期
胴

切

り
習
え
最
終
日

の
3
0口
前
か
ら
最
終
口
ま
で

必
要
な
も
の

▽
外
国
人
登
録

証
明
書

▽
写
真
2

枚
(
最

近
6

ヵ
月
以
内
の
も
の
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

外
国
人
登
録
係

Ⅲ
5
0
6
6

選

挙

や
さ
し
い
公
職
選
挙
法
Q
&
A

寄
附
の
禁
止

公
職
選
挙
法

は
、
き
れ
い
な

選
挙
、
金
の
か
か
ら
な
い
政
治

の
実
現
の
た
め
寄
附
に
つ
い
て

厳
し
く
規
制
し
て
い
ま
す
。
違

反
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
と
、
公

民
権
(
選
挙
権
・
被
選
挙
権
)

の
停
止
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
例
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

Q

政
治
家

が
、
お
祭
り

に

寄
附
し
た
り
、
会
合
等
に

お
酒
を
差
し
入

れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
。

A

で
き
ま
せ
ん
。
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q

町
内
会
の
役
員
が
町
内

の
人
た
ち
全
員
に
お
祭
り

の
寄
附
を
募
る
場
合
。
政
治
家

に
対
し
て
も
寄
附
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
か
。

A

で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
場

合
政
冶
家
を
威
迫
し
て
寄

附
を
求
め
た
場
合
は
罰
則
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
威
迫

と
は
、「
人

に
不
安
の
念
を
砲
か

せ
る
に
足
り
る
行
為
」
を
い
う

も
の
で

す
。

Q

政
治
家
が
葬
式
の
際
、

花
輪
・
供
花
を
迎
挙
区
内

の
人
に
対
し
て
出
せ
ま
す
か
。

A

出
せ
ま
せ
ん
。
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Q

後
領
会
が
、
選
挙
区
内

一
の
人
に
新
築

祝
い
や

花

輪
、
香
典
な
ど
を
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
す
か
。

A

で
き
ま
せ
ん
。
旬
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
政
治
家
は
年
賀

状
、
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候

の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

<
選
挙
管
理
委
員
会
>

教

育

出
張
教
育
相
談

教
育
相
談
室
で
は
、
専
門
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
教
職
経
験
豊

か
な
相
談
員
が

、
お
子
さ
ん
の

教
育
上

の
悩
み
や
心
配
事
の
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

。

今
回

、
次
の
と
お
り

、
出
張

相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

日
時
7
月
2
2
日
(
日
)
。午
前
　

1
0
時
～
午
後
4
時

鳩
所

産
業
振
興
館

問

合
せ
先

軟
膏
セ
ン
タ
ー
叡

育
相
談
綾
瀬
分
童8

3
8
3
5
8
8

第
1
2回
足
立
の
花
火
大
会

7
月
2
6
日
(
木
)
午
後
7
時
1
5
分
～
8
時
4
5
分

※
荒
天
の
場
合
は
7
月
2
7日
に
順
延

荒
川
河
川
敷
(
千
住
新
橋
～
西
新
井
橋
間
)

花
火
の
内
容

▽
打
上
花
火

・
:
圀
発

▽
ス
タ
ー
マ
イ

ン
5
千

錮
発

▽
仕
掛
花

火
・
:
8
台

ご
協
力
を

当
日

は
、
大
変
な
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す

。
皆

さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

□
会
場
で

ご
覧
の
皆

さ
ん
へ

▽
会
場
岡
辺
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん

。
車

。
自
転

車
で
の
ご
来
鳩
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

▽
図
1
の
立
入
禁
止
区
域
に

は

、
入
ら
な
い
で

く
だ
さ

い
▽
千
住
新
襦

西
新
井
価
上

か
ら
の
観
覧
は
禁
止
し
ま

す
▽
会
場
内
に

、
警
察

、
消
防

の
各
本
部

、
救
護
所
(
6
　

ヵ
所
)

が
設
け
ら
れ
ま
す

▽
ゴ
ミ

は
各
自
で
持
ち
帰
つ

て
く
だ
さ
い

図1　 花火大会会場

□
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

会
場
周
辺
の
道
路
が

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

▽
図
1
1の
凧
線
部
分
の
道
路

は
、
午
後
6
時
か
ら
9

時

3
0分
ま
で
車
の
通
行
が
禁

止
と
な
り
ま
す

▽
首
都
高
速
中
央
環
状
線
千

住
新
柵
ラ
ン
プ
の
出
入
り

は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
。

千
住
新
橋
専
用
出
口
も
利

用
で
き
ま
せ
ん

□
打
ち
上
げ
場
付
近
の
皆
さ

ん
へ次

の
施
設
を
所
有
し
て
い

る
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

危
険
物
施
設

▽
危
険
物
倉

庫
は
、
扉
を
完
全
に
閉
め

て
く
だ
さ
い

▽
屋
外
の
容
器
入
7

危
険
物

は
、
フ
タ
を
閉
じ
防
災
シ

ー
ト
で
お
お
っ
て
く
だ
さ

特
殊
可
燃
紬
貯
蔵
所

▽
屋

外
に
お
い
て
あ
る
木
く
ず

な
ど
は
、
防
災
シ
ー
ト
を

か
け
監
視
し
て
く
だ
さ
い

□
賛
助
金
の
募
集
を
し
て
い

ま
す観

光
協
会
で
は

。
花
火
大

会
を
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
た
め
に

賛
助
金
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は

、
足
立
区
観

光
燮
=
(

中
央
本
町
庁
舎
・

商
工
振
興
課
内
　

脚
5
1
9
-
)

へ

図Ⅱ　交通規制図

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で

、1
団

体
1

事
業
、3
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
…
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
夏
休
み
親
子
キ
ャ
ン
プ

(
星
の
会
)
8
月
2
4
日
～
2
6

日
/

栃
木
県
那
須

甲
子
少
年

自

然

の

家

ロ

ッ

ジ
/

励
人

(
先

着

順
)
/

大

人

・・・
1

万
5

千

円

、
小

人
(
3

嫩
y

甲

字
生
)

・・
i

万
4

千

円
/

子

供
会

等

団

体
申

込

み

も
可
/
　
　

佐

々

木

知
4
4
2
6

足
立
区
職
員
募
集

保

母

選
考
日
9

月
3
0日
(

旦

採
用
予
定
年
月
日

平
成
3
　

年
4
月
1

日
以
降

募
集
人
員

▽
n
類
・・
・
約
4
0
　

人
▽
Ⅲ
類
…
若
干
名

受
験
賢
格

▽
H
類
・・
・
昭
和

3
6年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で

、
厚
生
大
臣

の
指
定
す
る
保
母
養
成
所

を
卒
棄
し
現
に
保
母
賢
格

を
有
す
る
方

平

成
3

年

3
月
ま
で
に
保
母
資
格
取

得
見
込
み
の
方
も
可
)

ま

た
は
、
保
母
賢
格
取
得
後

実
務
経
験
2

年
以
上
の
方

▽
m

類
…
昭
和
3
6乍
4

月
2
　

日

以
降

に
生
ま
れ
た

方

で

、
保
母
資
格
を
有
す
る

方
(
平
成
3
年
3

月
ま
で

に
保
母
賢
格
取
得
見
込
み

の
方
も
可
)

申
込
方
法

履
歴
I
1

通
を

直
接
持
参

、
ま
た
は
郵
送

申
込

期
限
9

月
5

日
消
印

有
効栄

養
士

選
考
日
9

月
9
日
(

日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
成
2
　

年
1
0月
1

日
以
降

募
集
人
員

―
人

賢
験
賢
格

昭
和
2
5年
1
0月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
栄
養
士
の
免
許
を
有

す
る
方
(

た
だ
し
厚
生
大

臣
が
養
成
施
設
と
し
て
指

定
し
て
い
る
大
学
の
掌
科

を
卒
業
し
た
方
を
除
く
)

申
込
方
法

履
歴
書
お
よ
び

栄
養
士
免
肝
の
写
し
各
1
　

通
を
持
参

、
ま
た
は
郵
送

―
い
ず
れ
も
―

賢
付
時
間
午
前
9
時
～
午
　

後
5

時
(
日
曜
・
祝
日

、

第
2
・
4
土
曜
日
を
除
く

、

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
・
間

合

せ
先

本
庁

舎
・
人
事
係
(

〒
圃
千
住

1
-
4
-
1
8
)
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RECYCLE　PAPER
森林資源を大切に

はじめまして
東部障害福祉総合センター

7
月
1
日
、
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
(
神
明
南
二
丁

目
6
)
の
施
設
公
開
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
今

年
4
月
に
新
築
・
移
転
し
た
ば

か
り
で
地
域
の
方
々
に
見
て
も

ら
い
、
今
後
の
運
営
に
理
解
と

協
力
を
得
た
い
と
実
施
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
は
、
も
ち
つ
き
や
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
の
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、
開

館
前
か
ら
入
場
者
の
列
が
で
き

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
障
害
者
の
方
の
手
芸

や
陶
芸
な
ど
の
作
品
が
即
売
さ

れ
、
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
で

し
た
。

覓
学
に
来
て
い
た
神
明
在
住

の
吉
田
晴
美
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん

と
て
も
一
生
斐
叩で
、
た
い
へ

ん
気
持
ち
が
い
い
で
す
ね
。
機

会
が
あ
っ
た
ら
積
極
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
も
参
加
し

て
、
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
セ
ン
タ
ー
祭

や
運
動
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催

し
物
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

即 売 会は 大 盛 況 で し た

完
成
　
桑
袋
大
橋

花
畑
八
丁
目
、
綾
瀬
川
に
架

か
る
蛇
橋
の
1
0
0びほ
ど
上
流
に

桑
袋
大
橋
が
完

成
し
ま
し
た
。

橋
の
支
柱
に

は
、
蛇
が
か
ま

首
を
上
げ
た
形

を
イ
メ
ー
ジ
し

た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
が
お
か
れ
、

ま
た
、
欄
干
に

も
蛇
の
絵
が
埋

め
込
ま
れ
ま
し
た
。

橋
の
全
長
は
1
3
5
片
、
幅
員
は

1
6び
。
昭
和
6
1年
か
ら
工
事
が

始
ま
り
、
約
3
年
半
か
か
っ
て

完
成
し
ま
し
た
。

開
通
は
、
八
潮
市
側
の
道
路

整
備
が
、
終
了
し
て
か
ら
で
、

ま
だ
若
干
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。

開
通
時
に
は
、
ま
た
広
報
紙

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

欄 干 に と り つ け
ら れ た蛇 の 絵

完成した桑袋大橋

地域の皆さんお世話になりました

五反野保育園

さよならセレモニー

昨
年
H
月
か
ら
建
物
の
改
修

工
事
の
た
め
プ
レ
(
ブ
の
仮
園
`

径
ま
い
を
し
て
い
た
五
反
野

保
育
園
。6
月
い
っ
ぱ
い
で
改

修
工
事
も
完
了
し
、
新
園
舎
へ

引
っ
越
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
6
月
2
9日
、
仮
園
舎

の
運
営
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
父
母
を

招
い
て
「
さ
よ
な
ら
セ
レ
壬
二
I

」
を
開
催
、
大
勢
の
人
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

仮
住
ま
い
の
間
、
園
で
焼
い

た
焼
き
イ
モ
を
お
す
そ
わ
け
し

た
り
、
大
雪
の
降
っ
た
日
に
、

近
所
の
方
に
雪
お
ろ
し
を
手
伝

つ
て
も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
隣
り
に
子
供
の
園
が
引
っ

越
し
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

い
思
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
園
児
の
歌
声
や
笑
い
声

が
聞
こ
え
な
く
な
る
と
思
う
と

少
し
さ
び
し
い
で
す
ね
」
と
ご

近
所
の
岡
崎
百
合
子
さ
ん
。
お

み
や
げ
コ
ー
ナ
ー
、
つ
く
っ
て

遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
、
演
劇
な
ど

皆
さ
ん
、
仮
園
舎
で
の
最
後
の

ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

仮園舎最後の1 日、セレモニー
がにぎやかに行 われました

お
ん
年
5
0
0歳

養
福
寺
の
ク
ス
ノ
キ

皆
さ
ん
の
ま
ち
に
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
変
わ
ら
な
い
懐
か
し
さ

を
感
じ
さ
せ
る
場
所
っ
て
あ
り

ま
せ
ん
か
。

綾
瀬
二
丁
目
、
黄
福
寺
の
ク

ス
ノ
キ
は
、樹
齢
お
よ
そ
勁
年
。

周
囲
の
ま
ち
並
み
が
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
巨

樹
は
、
長
い
風
雪
に
耐
え
、
見

事
な
枝
葉
で
数
百
年
の
時
を
生

き
続
け
て
い
ま
す
。

「
今
で
は
、
周
り
に
家
や
ビ

ル
が
建
ち
並
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
が
、
昔
は
、
か
な
り
遠
く
か

ら
も
こ
の
ク
ス
ノ
キ
が
見
え
、

地
域
の
い
い
目
印
に
な
っ
て
い

ま
し
た
」
と
住
職
の
佐
山
浄
道

さ
ん

。

高
さ
お
よ
そ
曷

气

幹
回
り

約
4
び

、
区
の
保
存
樹
に
も
指

定
さ
れ
て
い
る
こ
の
ク
ス
ノ

キ
、「
子
供
の
こ
ろ
よ
く
セ
ミ
採

り
ゃ
隠
れ
ん
坊
を
し
ま
し
か
　

「
あ
の
見
事
な
枝
振
り
を
見
る

と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
ね
」
と

地
域
の
人
々
の
ふ
る
さ
と
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

風格のあ るクスノ キ

き
れ
い
な
川
に
な
っ
て
ね

毛
長
川
浄
化
実
験

施
設
通
水
式

毛
長
川
に
河
川
の
浄
化
実
験

施
設
が
完
成
、
6
月
3
0日
、
地

元
の
関
係
者
。
小
・
中
学
生
も

含
め
3
0
0
人
が
出
席
し
て
、
通
水

式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
全
長
8
1び
。

舎
人
四
丁
目
の
毛
長
川
に
か
か

る
ふ
れ
あ
い
橋
の
上
流
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

川
沿
い
に
長
さ
5
0び
、
幅
1

口
、
深
さ
口
いの
箱
型
の
浄
化

水
路
2
本
が
並
び
、
一
方
に
は

球
形
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ろ
過
材
1

万
個
、
他
方
に
は
乳
酸
菌
飲

料
の
空
容
器
2
6万
個
が
入
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
2
万
個

の
乳
酸
菌
飲
料
容
器
は
、
区
民

の
方
々
の
協
力
を
得
て
回
収
さ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
容
器
の
表
面
に
微

生
物
を
付
着
さ
せ
て
、
汚
れ
を

分
解
す
る
し
く
み
で
す
。

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
後
、
地
元
の

小
・
中
学
生
が
最
後
の
空
容
器

を
浄
化
水
路
に
入
れ
、
ポ
ン
プ

が
稼
働
。
施
設
下
流
の
観
察
池

に
は
子
供
た
ち
の
手
で
コ
イ
と

金
魚
が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
水
路
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
ふ
た
の
部
分
に
は
、
毛
長

川
の
清
流
復
活
を
願
っ
て
、
縦
U

い
、
横
3
.
6びの
大
き
な
絵
4

点
が
描
か
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

地
域
の
人
に
施
設
に
親
し
ん
で

も
ら
い
、
実
験
を
理
解
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
地
元
の
小
・
中

学
校
4
校
の
児
童
、
生
徒
約
2
0
0

人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で

す
。大

選
者
は
次
の
4
人
の
方
で

す
。

▽
福
本
義
光
君
(
舎
人
第
一
小
5

年
)

▽
中
川
加
奈
江
さ
ん

(入
谷
小
6

年
)

▽
岩
河
徳

洋
君
、
小
宮
毅
君
(

入
谷
南
中
1

年
)

大
選
者
の
I
大

、
中
川
加
奈

江
さ
ん
は
「
き
れ
い
に
な
っ
た

毛
長
川
を
想
像
し
て
描
き
ま
し

た
。
み
ん
な
が
楽
し
く
集
ま
れ

る
よ
う
な
川
に
な
っ
て
は
匚

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
小
・
中
学
生
が
空
容
器
を
入
れ
た
後
、

ポ
ン
プ
が
稼
働
し
始
め
ま
し
た

「元気に育ってね」―コイと
金魚を観察池に放流し ました

関原で
りんごが
なったよ

5
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
関

原
防
災
果
樹
園
」(関
原
二
丁
目
2
)

に
り
ん
ご
の
実
が
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
り
ん
ご
の
木
は
、

防
災
果
樹
園
を
愛
す
る
会
会

長

、
湯
本
恒
男
さ
ん
の
故
郷
、

長
野
市
真
島
町
か
ら
や
っ
て
き

た
も
の

。
湎

声

の
1
0年
も
の

が
3
本
、
真
島
町
の
小
山
一
吉

さ
ん
か
ら
区
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。愛

す
る
会
の
皆
さ
ん
は
。
り

ん
ご
の
世
話
か
ら
園
内
の
清
掃

ま
で
大
活
躍
。

「
樹
木
を
育
て
る
の
は
、
み

ん
な
素
人
で
す
。
水
や
り
、
消

毒
な
ど
ひ
と
つ
ひ
と
つ
勉
強
し

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
」
と
湯

本
さ
ん
。
秋
に
は
、
り
ん
ご
の

栽
培
の
研
修
に
長
野
へ
も
行
く

と
の
こ
と
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
は
ぐ

く
ま
れ
た
り
ん
ご
が
、
ま
っ
赤

に
実
る
の
は
1
0月
。
今
月
か
ら

そ
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

り
ん
ご
の
ほ
か
に
夏
ミ
カ
ン
の
木
な
ど
も
あ
り
ま
す

『渡 し 』の

名の残る
バス停

荒
川
土
手
沿
い
を
走
る
都
営

バ
ス
に
、「
新
渡
し
」と
い
う
名

の
停
留
所
が
あ
り
ま
す
。

四
方
を
河
川
に
囲
ま
れ
て
い

る
足
立
区
に
は
、
昭
和
初
期
ま

で
た
く
さ
ん
の
渡
し
場
が
あ
り

ま
し
た
。
現
在
の
千
住
桜
木
町

と
荒
川
区
町
屋
五
丁
目
を
結
ん

で
い
た
こ
の
新
渡
し
も
、
昭
和
9

年
、
尾
竹
橋
の
完
成
に
よ
り

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

「
渡
賃
は
5
銭
、
向
こ
う
岸

ま
で
5
分
程
度
で
渡
し
て
く
れ

た
も
の
で
す
」
と
、
区
内
の
渡

船
に
詳
し
い
小
泉
健
男
さ
ん
。

重
要
な
生
活
手
段
だ
っ
た
渡

船
も
、
橋
の
整
備
と
と
も
に
姿

を
消
し
、
区
内
で
な
ご
り
が
あ

る
の
は
、
こ
の
バ
ス
停
の
名
称

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

宮
城
・
小
台
地
区
で
は
、
ス

ー
パ
ー
提
防
(
水
に
親
し
め
る

緩
斜
型
の
提
防
)

の
建
設
が
進

ん
で
い
ま
す
。渡
船
に
変
わ
る

。

新
し
い
川
と
の
交
流
が
再
び
は

じ
ま
り
そ
う
で
す

。

名
称
以
外
、
渡
し
場
の

面
影
は
な
く
な
り
ま
し
た


